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(57)【要約】
【課題】任意の地点において生成された測定データに基
づく測定結果を確実かつ容易に表示可能な測定結果表示
装置を提供する。
【解決手段】予め規定された表示処理開始条件が満たさ
れたときに表示装置側記憶部に記憶されている各測位デ
ータに基づいて特定される各位置を特定可能な移動軌跡
表示ＭＬを測定位置表示領域Ａａに表示させると共に、
移動軌跡表示ＭＬにおいていずれかの測定データが関連
付けられている測位データに対応する第１の区間を、移
動軌跡表示ＭＬにおいていずれの測定データも関連付け
られていない測位データに対応する第２の区間とは識別
可能に区間表示Ｌ１～Ｌ４を測定位置表示領域Ａａに表
示させ、移動軌跡表示ＭＬ上のいずれかの位置が指定さ
れ、かつ指定された位置が第１の区間内のときに移動軌
跡表示ＭＬ上の指定された位置において生成された測定
データに基づいて特定される測定値（グラフＧ１）を測
定値表示画面Ａｂに表示させる。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　予め規定された第１の時間間隔で現在位置を測位して測位データを生成すると共に当該
測定データを測定装置側記憶部に順次記憶させる第１の記憶処理、および当該第１の記憶
処理の実行中に予め規定された記憶処理開始条件が満たされたときに予め規定された第２
の時間間隔で測定対象の物理量を測定して測定データを生成すると共に当該測定データの
生成時に生成した前記測位データに関連付けて当該測定データを前記測定装置側記憶部に
順次記憶させる第２の記憶処理を実行可能に構成された測定装置から取得した前記各測定
データの測定値を測定値表示画面に表示可能に構成された測定結果表示装置であって、
　前記測定装置から取得した前記各測位データおよび前記各測定データを記憶する表示装
置側記憶部と、
　前記表示装置側記憶部から読み出した前記各測位データに基づいて特定される各位置を
特定可能な移動軌跡表示を測定位置表示画面に表示させる第１の表示処理、および前記表
示装置側記憶部から読み出した前記各測定データに基づいて特定される各測定値を前記測
定値表示画面に表示させる第２の表示処理を実行する処理部を備え、
　前記処理部は、予め規定された表示処理開始条件が満たされたときに前記第１の表示処
理を実行して前記移動軌跡表示においていずれかの前記測定データが関連付けられている
前記測位データに対応する第１の区間を当該移動軌跡表示においていずれの前記測定デー
タも関連付けられていない前記測位データに対応する第２の区間とは識別可能に測定処理
実行区間表示を当該測定位置表示画面に表示させると共に、前記移動軌跡表示上のいずれ
かの位置が指定され、かつ当該指定された位置が前記第１の区間内のときに前記第２の表
示処理を実行して当該移動軌跡表示上の当該指定された位置において生成された当該測定
データに基づいて特定される測定値を前記測定値表示画面に表示させる測定結果表示装置
。
【請求項２】
　前記処理部は、前記第２の表示処理において、複数の前記測定処理実行区間表示を前記
測定位置表示画面に表示させている状態でいずれかの前記第１の区間内の位置が指定され
たときに当該指定された位置を含む当該第１の区間に対応する当該測定処理実行区間表示
を他の当該測定処理実行区間表示とは識別可能に表示させる請求項１記載の測定結果表示
装置。
【請求項３】
　前記処理部は、前記第２の表示処理において、前記指定された位置において生成された
前記測定データが複数存在するときにいずれの当該測定データの測定値を前記測定値表示
画面に表示させるかを選択させる測定データ選択要求画面を表示させると共に、選択され
た前記測定データに基づいて特定される測定値を前記測定値表示画面に表示させる請求項
１または２記載の測定結果表示装置。
【請求項４】
　前記処理部は、前記第２の表示処理において、いずれかの前記測定データの測定値を前
記測定値表示画面に表示させている状態で当該いずれかの測定データが生成された前記第
１の区間とは相異する前記第１の区間内の位置が指定されたときに、当該指定された位置
において生成された前記測定データの測定値を、前記いずれかの測定データの測定値とは
識別可能に前記測定値表示画面に表示させる請求項１から３のいずれかに記載の測定結果
表示装置。
【請求項５】
　前記処理部は、前記第１の表示処理において、複数の前記第１の区間が存在するときに
前記第２の記憶処理の実行順を特定可能に複数の前記測定処理実行区間表示を前記測定位
置表示画面に表示させる請求項１から４のいずれかに記載の測定結果表示装置。
【請求項６】
　前記表示装置側記憶部は、地図データを記憶し、
　前記処理部は、前記第１の表示処理において、前記地図データに基づく地図を前記移動
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軌跡表示と共に前記測定位置表示画面に表させる請求項１から５のいずれかに記載の測定
結果表示装置。
【請求項７】
　通信部を備え、
　前記処理部は、前記通信部を介して外部装置から前記地図データを取得して前記表示装
置側記憶部に記憶させる請求項６記載の測定結果表示装置。
【請求項８】
　前記処理部は、前記測定位置表示画面および前記測定値表示画面を１画面内に表示させ
る請求項１から７のいずれかに記載の測定結果表示装置。
【請求項９】
　前記処理部は、前記第２の表示処理において、前記測定値のレベルを第１の方向に対応
させ、かつ前記第２の記憶処理の開始時点からの経過時間と当該第２の記憶処理中におけ
る前記測定装置の移動距離とのいずれか一方を前記第１の方向と交差する第２の方向に対
応させたグラフによって当該第２の記憶処理時に前記記憶部に記憶された前記各測定デー
タの測定値を前記測定値表示画面に表示させると共に、前記経過時間と前記移動距離との
他方を前記第２の方向に対応させるように指示されたときに、当該他方を当該第２の方向
に対応させたグラフを前記測定値表示画面に表示させる請求項１から８のいずれかに記載
の測定結果表示装置。
【請求項１０】
　請求項１から９のいずれかに記載の測定結果表示装置と前記測定装置とを備えて構成さ
れている測定システム。
【請求項１１】
　予め規定された第１の時間間隔で現在位置を測位して測位データを生成すると共に当該
測定データを測定装置側記憶部に順次記憶させる第１の記憶処理、および当該第１の記憶
処理の実行中に予め規定された記憶処理開始条件が満たされたときに予め規定された第２
の時間間隔で測定対象の物理量を測定して測定データを生成すると共に当該測定データの
生成時に生成した前記測位データに関連付けて当該測定データを前記測定装置側記憶部に
順次記憶させる第２の記憶処理を実行可能に構成された測定装置から取得した前記各測定
データの測定値を測定値表示画面に表示する測定結果表示方法であって、
　予め規定された表示処理開始条件が満たされたときに、前記測定装置から取得した前記
各測位データに基づいて特定される各位置を特定可能な移動軌跡表示を測定位置表示画面
に表示させると共に、当該移動軌跡表示においていずれかの前記測定データが関連付けら
れている当該測位データに対応する第１の区間を当該移動軌跡表示においていずれの前記
測定データも関連付けられていない当該測位データに対応する第２の区間とは識別可能に
測定処理実行区間表示を当該測定位置表示画面に表示させる第１の表示処理を実行し、
　前記移動軌跡表示上のいずれかの位置が指定され、かつ当該指定された位置が前記第１
の区間内のときに、当該移動軌跡表示上の当該指定された位置において生成された前記測
定データに基づいて特定される測定値を前記測定値表示画面に表示させる第２の表示処理
を実行する測定結果表示方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、測定対象の物理量を測定した測定データを、その測定データの生成位置を特
定可能な測位データに関連付けて記憶する構成の測定装置から取得した測位データおよび
測定データに基づき、測定位置表示画面および測定値表示画面をそれぞれ表示可能に構成
された測定結果表示装置、測定装置と測定結果表示装置とを備えて構成された測定システ
ム、並びに、測定結果表示装置における測定結果表示方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、特開２００６－２７７１７３号公報には、入力装置、出力装置、データ処理部
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、データ記憶部、加速度センサおよびＧＰＳアンテナ（以下、これらを合わせて「移動体
側装置」ともいう）と、管理センター等に設置されたデータ解析装置とを有する輸送品質
サポートシステムが開示されている。この場合、上記の移動体側装置は、測定対象の移動
体（トラック等の車両）に設置されて移動体において生じる加速度を測定し、かつ測定時
における移動体側装置の位置を測位すると共に、加速度データおよび測位データを相互に
関連付けて記憶可能に構成されている。また、移動体側装置は、出力装置としてのディス
プレイおよびスピーカや、入力装置としてのタッチパネル等が車両の運転席に設置され、
設定画面等をディスプレイに表示させた状態においてタッチパネル等を操作することで測
定条件（上記の各データの記憶条件）を設定し、かつ、測定の結果を加速度波形表示画面
に表示させることができるように構成されている。
【０００３】
　また、この輸送品質サポートシステムでは、移動体側装置において記憶させたデータに
基づき、データ解析装置において物品の輸送状態を解析することができるように構成され
ている。具体的には、移動体側装置のデータ記憶部に記憶されたデータ（加速度データお
よび測位データ）をデータ解析装置に取り込んだ後に、解析処理を開始する。この際には
、データ解析装置の入力データ表示画面に、バッチ表、加速度表、加速度波形および地図
表示部が表示され、解析処理の結果がそれぞれ表示される。
【０００４】
　この場合、バッチ表には、ドライバー名、積載重量および車種等の「運行情報」が表示
される。また、加速度表には、運行時における走行速度および荷台加速度等の情報が表示
される。さらに、加速度波形としては、１秒毎の加速度の値が波形で表示される。また、
地図表示部には、加速度表に表示されている各レコードの値が測定された地点の地図が表
示される。これにより、この輸送品質サポートシステムでは、障害物等によって大きな振
動が生じやすい地点を把握することが可能となり、次回の運行時に走行速度を落としたり
、大きな振動が生じやすい地点を回避したりして、積荷に振動が与えられるのを回避する
ことが可能となる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－２７７１７３号公報（第４－７頁、第１－８図）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところが、従来の輸送品質サポートシステムには、以下の解決すべき問題点が存在する
。すなわち、従来の輸送品質サポートシステムでは、移動体側装置のデータ記憶部に記憶
されたデータ（加速度データおよび測位データ）をデータ解析装置に取り込んで解析処理
を実行することにより、データ解析装置の入力データ表示画面に、バッチ表、加速度表、
加速度波形および地図表示部が表示されて、解析処理の結果がそれぞれ表示される構成が
採用されている。この場合、この種のシステムの使用形態の１つとして、例えば、１つの
移動経路において複数回に亘って断続的に測定処理を実行する使用形態が存在する。
【０００７】
　具体的には、例えば、上記特許文献１に開示されている実施の形態では、検出される加
速度の大きさを問わず、出発地点から到着地点まで移動体側装置において測定処理を継続
して実行している。このため、移動経路が長距離のとき（移動に要する時間が長いとき）
には、膨大なデータ（加速度データおよび測位データ）が移動体側装置に記憶されること
となる。したがって、一例として、予め規定した加速度以上の加速度が検出された時点を
含む所定の時間内のデータだけを移動体側装置に保持させることにより、大きな振動が生
じやすい地点を把握するのに不要なデータを記憶させない分だけ、移動体側装置において
必要とされる記憶容量を小さくすると共に、解析処理を短時間で実施することが可能とな
る。
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【０００８】
　この場合、上記のような使用形態では、１回の運行時に複数回の測定処理が実行されて
複数のデータファイルが移動体側装置に記憶される。このため、データ解析装置において
物品の輸送状態を解析する際には、データ解析装置に取り込んだ複数のデータファイルの
ファイルリストを表示させるなどして、測定結果（加速度表や加速度波形等）を表示させ
るデータファイルを利用者に選択させることとなる。しかしながら、この種の装置の操作
に不慣れな利用者にとっては、いずれのデータファイルがいずれの地点において生成され
た（測定された）ファイルであるかを特定するのが困難であるため、希望する地点の測定
結果を表示し得るデータファイルを的確に選択するのが非常に困難であるという問題点が
存在する。
【０００９】
　本発明は、かかる問題点に鑑みてなされたものであり、任意の地点において生成された
測定データに基づく測定結果を確実かつ容易に表示させ得る測定結果表示装置、測定シス
テムおよび測定結果表示方法を提供することを主目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成すべく請求項１記載の測定結果表示装置は、予め規定された第１の時間
間隔で現在位置を測位して測位データを生成すると共に当該測定データを測定装置側記憶
部に順次記憶させる第１の記憶処理、および当該第１の記憶処理の実行中に予め規定され
た記憶処理開始条件が満たされたときに予め規定された第２の時間間隔で測定対象の物理
量を測定して測定データを生成すると共に当該測定データの生成時に生成した前記測位デ
ータに関連付けて当該測定データを前記測定装置側記憶部に順次記憶させる第２の記憶処
理を実行可能に構成された測定装置から取得した前記各測定データの測定値を測定値表示
画面に表示可能に構成された測定結果表示装置であって、前記測定装置から取得した前記
各測位データおよび前記各測定データを記憶する表示装置側記憶部と、前記表示装置側記
憶部から読み出した前記各測位データに基づいて特定される各位置を特定可能な移動軌跡
表示を測定位置表示画面に表示させる第１の表示処理、および前記表示装置側記憶部から
読み出した前記各測定データに基づいて特定される各測定値を前記測定値表示画面に表示
させる第２の表示処理を実行する処理部を備え、前記処理部は、予め規定された表示処理
開始条件が満たされたときに前記第１の表示処理を実行して前記移動軌跡表示においてい
ずれかの前記測定データが関連付けられている前記測位データに対応する第１の区間を当
該移動軌跡表示においていずれの前記測定データも関連付けられていない前記測位データ
に対応する第２の区間とは識別可能に測定処理実行区間表示を当該測定位置表示画面に表
示させると共に、前記移動軌跡表示上のいずれかの位置が指定され、かつ当該指定された
位置が前記第１の区間内のときに前記第２の表示処理を実行して当該移動軌跡表示上の当
該指定された位置において生成された当該測定データに基づいて特定される測定値を前記
測定値表示画面に表示させる。
【００１１】
　なお、上記の「移動軌跡表示上のいずれかの位置が指定されたとき」には、「移動軌跡
上表示上の任意の一点が直接的に指定されたとき」だけでなく、「測定位置表示画面にお
ける移動軌跡表示の近傍が指定されることで、指定された部位の近傍の位置（移動軌跡表
示上の任意の一点：一例として、指定された部位に最も近い一点）が間接的に指定された
とき」がこれに含まれる。
【００１２】
　また、請求項２記載の測定結果表示装置は、請求項１記載の測定結果表示装置において
、前記処理部は、前記第２の表示処理において、複数の前記測定処理実行区間表示を前記
測定位置表示画面に表示させている状態でいずれかの前記第１の区間内の位置が指定され
たときに当該指定された位置を含む当該第１の区間に対応する当該測定処理実行区間表示
を他の当該測定処理実行区間表示とは識別可能に表示させる。
【００１３】
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　さらに、請求項３記載の測定結果表示装置は、請求項１または２記載の測定結果表示装
置において、前記処理部は、前記第２の表示処理において、前記指定された位置において
生成された前記測定データが複数存在するときにいずれの当該測定データの測定値を前記
測定値表示画面に表示させるかを選択させる測定データ選択要求画面を表示させると共に
、選択された前記測定データに基づいて特定される測定値を前記測定値表示画面に表示さ
せる。
【００１４】
　また、請求項４記載の測定結果表示装置は、請求項１から３のいずれかに記載の測定結
果表示装置において、前記処理部は、前記第２の表示処理において、いずれかの前記測定
データの測定値を前記測定値表示画面に表示させている状態で当該いずれかの測定データ
が生成された前記第１の区間とは相異する前記第１の区間内の位置が指定されたときに、
当該指定された位置において生成された前記測定データの測定値を、前記いずれかの測定
データの測定値とは識別可能に前記測定値表示画面に表示させる。
【００１５】
　さらに、請求項５記載の測定結果表示装置は、請求項１から４のいずれかに記載の測定
結果表示装置において、前記処理部は、前記第１の表示処理において、複数の前記第１の
区間が存在するときに前記第２の記憶処理の実行順を特定可能に複数の前記測定処理実行
区間表示を前記測定位置表示画面に表示させる。
【００１６】
　また、請求項６記載の測定結果表示装置は、請求項１から５のいずれかに記載の測定結
果表示装置において、前記表示装置側記憶部は、地図データを記憶し、前記処理部は、前
記第１の表示処理において、前記地図データに基づく地図を前記移動軌跡表示と共に前記
測定位置表示画面に表させる。
【００１７】
　さらに、請求項７記載の測定結果表示装置は、請求項６記載の測定結果表示装置におい
て、通信部を備え、前記処理部は、前記通信部を介して外部装置から前記地図データを取
得して前記表示装置側記憶部に記憶させる。
【００１８】
　また、請求項８記載の測定結果表示装置は、請求項１から７のいずれかに記載の測定結
果表示装置において、前記処理部は、前記測定位置表示画面および前記測定値表示画面を
１画面内に表示させる。
【００１９】
　さらに、請求項９記載の測定結果表示装置は、請求項１から８のいずれかに記載の測定
結果表示装置において、前記処理部は、前記第２の表示処理において、前記測定値のレベ
ルを第１の方向に対応させ、かつ前記第２の記憶処理の開始時点からの経過時間と当該第
２の記憶処理中における前記測定装置の移動距離とのいずれか一方を前記第１の方向と交
差する第２の方向に対応させたグラフによって当該第２の記憶処理時に前記記憶部に記憶
された前記各測定データの測定値を前記測定値表示画面に表示させると共に、前記経過時
間と前記移動距離との他方を前記第２の方向に対応させるように指示されたときに、当該
他方を当該第２の方向に対応させたグラフを前記測定値表示画面に表示させる。
【００２０】
　また、請求項１０記載の測定システムは、請求項１から９のいずれかに記載の測定結果
表示装置と前記測定装置とを備えて構成されている。
【００２１】
　また、請求項１１記載の測定結果表示方法は、予め規定された第１の時間間隔で現在位
置を測位して測位データを生成すると共に当該測定データを測定装置側記憶部に順次記憶
させる第１の記憶処理、および当該第１の記憶処理の実行中に予め規定された記憶処理開
始条件が満たされたときに予め規定された第２の時間間隔で測定対象の物理量を測定して
測定データを生成すると共に当該測定データの生成時に生成した前記測位データに関連付
けて当該測定データを前記測定装置側記憶部に順次記憶させる第２の記憶処理を実行可能
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に構成された測定装置から取得した前記各測定データの測定値を測定値表示画面に表示す
る測定結果表示方法であって、予め規定された表示処理開始条件が満たされたときに、前
記測定装置から取得した前記各測位データに基づいて特定される各位置を特定可能な移動
軌跡表示を測定位置表示画面に表示させると共に、当該移動軌跡表示においていずれかの
前記測定データが関連付けられている当該測位データに対応する第１の区間を当該移動軌
跡表示においていずれの前記測定データも関連付けられていない当該測位データに対応す
る第２の区間とは識別可能に測定処理実行区間表示を当該測定位置表示画面に表示させる
第１の表示処理を実行し、前記移動軌跡表示上のいずれかの位置が指定され、かつ当該指
定された位置が前記第１の区間内のときに、当該移動軌跡表示上の当該指定された位置に
おいて生成された前記測定データに基づいて特定される測定値を前記測定値表示画面に表
示させる第２の表示処理を実行する。
【発明の効果】
【００２２】
　請求項１記載の測定結果表示装置および請求項１１記載の測定結果表示方法では、予め
規定された表示処理開始条件が満たされたときに、各測位データに基づいて特定される各
位置を特定可能な移動軌跡表示を測定位置表示画面に表示させる第１の表示処理を実行し
て、移動軌跡表示においていずれかの測定データが関連付けられている測位データに対応
する第１の区間を移動軌跡表示においていずれの測定データも関連付けられていない測位
データに対応する第２の区間とは識別可能に測定処理実行区間表示を測定位置表示画面に
表示させ、移動軌跡表示上のいずれかの位置が指定され、かつ指定された位置が第１の区
間内のときに各測定データに基づいて特定される各測定値を測定値表示画面に表示させる
第２の表示処理を実行して移動軌跡表示上の指定された位置において生成された測定デー
タに基づいて特定される測定値を測定値表示画面に表示させる。また、請求項１０記載の
測定システムは、上記の測定結果表示装置を備えて構成されている。
【００２３】
　したがって、請求項１記載の測定結果表示装置、請求項１０記載の測定システム、およ
び請求項１１記載の測定結果表示方法によれば、測定結果表示装置の使用に不慣れな利用
者に対しても、測定位置表示画面内に表示された移動軌跡表示において、測定装置によっ
て生成された測定データが存在する第１の区間と、測定装置によって生成された測定デー
タが存在しない第２の区間とを確実かつ容易に識別させることができる。また、測定位置
表示画面内に表示されている測定処理実行区間表示を選択するだけで、その測定処理実行
区間表示に対応する第１の区間において生成された測定データが表示装置側記憶部から読
み出されて測定値表示画面に測定値が表示されるため、複数の測定データが表示装置側記
憶部に記憶されている状態においても、任意の第１の区間において生成された測定データ
の測定値を確実かつ容易に測定値表示画面に表示させることができる。
【００２４】
　また、請求項２記載の測定結果表示装置によれば、第２の表示処理において、複数の測
定処理実行区間表示を測定位置表示画面に表示させている状態でいずれかの第１の区間内
の位置が指定されたときに指定された位置を含む第１の区間に対応する測定処理実行区間
表示を他の測定処理実行区間表示とは識別可能に表示させることにより、いずれの測定処
理実行区間表示に対応する第１の区間において生成された測定データの測定値が測定値表
示画面に表示されたかを利用者に対して確実に認識させることができる。
【００２５】
　さらに、請求項３記載の測定結果表示装置によれば、第２の表示処理において、指定さ
れた位置において生成された測定データが複数存在するときにいずれの測定データの測定
値を測定値表示画面に表示させるかを選択させる測定データ選択要求画面を表示させると
共に、選択された測定データに基づいて特定される測定値を測定値表示画面に表示させる
ことにより、同じ位置において複数回の第２の記憶処理が実行されて、その位置に対応す
る測定データが複数存在する場合においても、所望する測定値を測定値表示画面に確実か
つ容易に表示させることができる。
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【００２６】
　また、請求項４記載の測定結果表示装置によれば、第２の表示処理において、いずれか
の測定データの測定値を測定値表示画面に表示させている状態でいずれかの測定データが
生成された第１の区間とは相異する第１の区間内の位置が指定されたときに、指定された
位置において生成された測定データの測定値を、いずれかの測定データの測定値とは識別
可能に測定値表示画面に表示させることにより、いずれの測定値が、指定した測定処理実
行区間表示に対応する第１の区間において生成された測定データに基づく測定値であるか
を利用者に対して確実かつ容易に認識させることができる。
【００２７】
　さらに、請求項５記載の測定結果表示装置によれば、第１の表示処理において、複数の
第１の区間が存在するときに第２の記憶処理の実行順を特定可能に複数の測定処理実行区
間表示を測定位置表示画面に表示させることにより、測定値の表示を希望する第１の区間
の測定処理実行区間表示を確実かつ容易に特定させることができる。
【００２８】
　また、請求項６記載の測定結果表示装置によれば、第１の表示処理において、地図デー
タに基づく地図を移動軌跡表示と共に測定位置表示画面に表させることにより、どのよう
な地域において各測定値の測定データが生成されたのかを確実かつ容易に特定させること
ができる。
【００２９】
　さらに、請求項７記載の測定結果表示装置によれば、通信部を介して外部装置から地図
データを取得して表示装置側記憶部に記憶させることにより、測定装置が携行され得る全
地域の詳細な地図データを表示装置側記憶部に記憶させておく必要がないため、ある程度
少容量の表示装置側記憶部であっても、測位データ、測定データおよび地図データを十分
に記憶させることができる結果、測定結果表示装置（測定システム）の製造コストを低減
することができる。また、地図データを固定的に記憶しておく構成とは異なり、外部装置
において地図データが更新されたときに、新たな地図データに基づく最新の地図を測定位
置表示画面に表示させることができるため、どのような地域において各測定値の測定デー
タが生成されたのかを正確に特定させることができる。
【００３０】
　また、請求項８記載の測定結果表示装置によれば、測定位置表示画面および測定値表示
画面を１画面内に表示させることにより、指定した位置と、その位置において測定された
測定値との関係、測定値表示画面に表示されている測定値と、その測定値が測定された位
置との関係を一層容易に特定させることができる。
【００３１】
　さらに、請求項９記載の測定結果表示装置によれば、２の表示処理において、測定値の
レベルを第１の方向に対応させ、かつ第２の記憶処理の開始時点からの経過時間と第２の
記憶処理中における測定装置の移動距離とのいずれか一方を第１の方向と交差する第２の
方向に対応させたグラフによって各測定データの測定値を測定値表示画面に表示させると
共に、経過時間と移動距離との他方を第２の方向に対応させるように指示されたときに、
他方を第２の方向に対応させたグラフを測定値表示画面に表示させることにより、経過時
間を第２の方向に対応させたグラフ、すなわち、経過時間毎の測定値を示すグラフを測定
値表示画面に表示させることで経過時間毎の測定値の変化を容易に把握させることができ
、移動距離を第２の方向に対応させたグラフ、すなわち、移動距離毎の測定値を示すグラ
フを測定値表示画面に表示させることで移動距離毎の測定値の変化を容易に把握させるこ
とができるため、観察すべき内容に応じてこれらの表示態様を切り替えることで、測定値
の変化の推移を正確に認識させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】測定装置１の構成を示す構成図である。
【図２】測定装置１の移動経路と、測定処理が実行された区間との関係について説明する
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ための説明図である。
【図３】移動軌跡表示ＭＬ、区間表示Ｌ１～Ｌ４および識別表示Ｍｓ，Ｍａ１ｓ～Ｍａ４
ｓ，Ｍａ１ｅ～Ｍａ４ｅ，Ｍｅを測定位置表示領域Ａａに表示させた状態の表示画面図で
ある。
【図４】選択された位置において生成された測定データＤｓに基づくグラフＧ１を測定値
表示領域Ａｂに表示させた状態の表示画面図である。
【図５】測定データ選択要求画面Ａｃを表示させた状態の表示画面図である。
【図６】選択されたデータファイルに基づくグラフＧ２をグラフＧ１と共に測定値表示領
域Ａｂに表示させた状態の表示画面図である。
【図７】選択された位置において生成された測定データＤｓに基づくグラフＧ４をグラフ
Ｇ１，Ｇ２と共に測定値表示領域Ａｂに表示させた状態の表示画面図である。
【図８】選択された位置において生成された測定データＤｓに基づくグラフＧ３をグラフ
Ｇ１，Ｇ２，Ｇ４と共に測定値表示領域Ａｂに表示させた状態の表示画面図である。
【図９】図８に示す状態から、選択された位置において生成された測定データＤｓに基づ
くグラフＧ３を非表示とした状態の表示画面図である。
【図１０】選択されたグラフＧ１の測定データＤｓが生成された区間に対応する区間表示
Ｌ１を強調表示させた状態の表示画面図である。
【図１１】図８に示す状態から、測定値表示領域Ａｂに表示されているグラフＧ１，Ｇ２
，Ｇ３の横軸のパラメータを変更した状態の表示画面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　以下、本発明に係る測定結果表示装置、測定システムおよび測定結果表示方法の実施の
形態について、添付図面を参照して説明する。
【００３４】
　図１に示す測定装置１は、「測定装置」および「測定結果表示装置」を一体化した「測
定システム」の一例であり、かつ「測定装置」が一体的に組み込まれた「測定結果表示装
置」の一例であって、移動体（車両、船舶および飛行機等の各種乗り物による移動におい
ては「乗り物」で、徒歩による移動においては「人」）に設置されて移動体と共に移動し
つつ、測定対象についての物理量（電流値、電圧値、抵抗値、電力値および位相などの電
気的パラメータや、温度、湿度、輝度（光度）、照度、雨量および流量などの各種パラメ
ータ：一例として、電圧）を測定し、その測定値を記憶することができるように構成され
ている。この測定装置１は、測定部１１、測位部１２、通信部１３、操作部１４、表示部
１５、記憶部１６および制御部１７を備えて構成されている。この場合、本例の測定装置
１では、測定部１１、測位部１２、操作部１４、表示部１５、記憶部１６および制御部１
７が相まって「測定装置」が構成されると共に、通信部１３、操作部１４、表示部１５、
記憶部１６および制御部１７が相まって「測定結果表示装置」が構成されている。
【００３５】
　測定部１１は、制御部１７の制御に従い、測定対象の電圧値（一例として、回生ブレー
キ付き電気自動車のバッテリ電圧）を予め規定された測定時間間隔（「第２の時間間隔」
の一例）で測定して測定データＤｓを生成し、生成した測定データＤｓを制御部１７に出
力する「測定処理」を実行する。測位部１２は、制御部１７の制御に従い、予め規定され
た測位時間間隔（「第１の時間間隔」の一例）でＧＰＳ衛星２，２・・から送信されてい
るＧＰＳ信号Ｓｇを受信すると共に、受信したＧＰＳ信号Ｓｇに基づいて測定装置１の現
在位置を測位し、測位結果を示す測位データＤｐを生成して制御部１７に出力する「測位
処理」を実行する。なお、ＧＰＳ信号Ｓｇに基づく現在位置の測位の具体的な手順につい
ては公知のため、詳細な説明を省略する。
【００３６】
　通信部１３は、一例として、通信ネットワークＮ（一例として、無線データ通信網）に
接続可能に構成されると共に、制御部１７の制御に従い、通信ネットワークＮを介して地
図データサーバ３（「外部装置」の一例）に接続し、地図データサーバ３から地図データ
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Ｄｍを受信して制御部１７に転送する。なお、通信ネットワークＮに測定装置１（通信部
１３）を直接的に接続する構成を例に挙げて説明するが、このような構成に代えて（また
は、このような構成に加えて）、測定装置１に「無線ＬＡＮ」や「ブルートゥース」等の
「近距離無線通信部」を配設して、この「近距離無線通信部」と、携帯電話やスマートフ
ォン等の「通信端末」とを相互に接続した状態において、「通信端末」を介して通信ネッ
トワークＮに測定装置１を接続させる構成を採用することもできる。
【００３７】
　操作部１４は、測定装置１による測定処理条件を設定するための操作スイッチや、表示
部１５の前面側に設けられたタッチパネルを備え、スイッチ操作やタッチ操作に応じた操
作信号を制御部１７に出力する。なお、タッチパネルに代えて、（または、タッチパネル
に加えて）カーソル移動キーやマウス等の各種ポインティングデバイスを備えて操作部１
４を構成することもできる。表示部１５は、一例として液晶表示パネルを備え、制御部１
７の制御に従い、図３～１１に示すように、測定位置表示領域Ａａ（「測定位置表示画面
」の一例）および測定値表示領域Ａｂ（「測定値表示画面」の一例）からなる測定結果表
示画面などを表示する。記憶部１６は、「測定装置側記憶部」および「表示装置側記憶部
」に相当し、一例として、フラッシュメモリ等のリムーバブルメディアで構成され、制御
部１７の制御に従い、上記の地図データＤｍ、測位データＤｐおよび測定データＤｓなど
を記憶する。
【００３８】
　制御部１７は、測定装置１を総括的に制御する。具体的には、制御部１７は、測位部１
２を制御して上記の測位処理を実行させると共に、測位部１２から出力される測位データ
Ｄｐを記憶部１６に順次記憶させる（「第１の記憶処理」の一例）。この場合、本例の測
定装置１では、一例として、測定部１１による測定処理の開始に連動して測位部１２によ
る測位処理が開始されて測定部１１による測定処理が終了するまでこの測位処理が継続的
に実行される使用形態と、予め設定された記憶処理開始条件（第１の記憶処理開始条件）
が満たされたときに、測定部１１による測定処理が実行されているか否かを問わず、測位
部１２による測位測位処理が開始されて予め設定された終了条件が満たされるまでこの測
位処理が継続的に実行される使用形態とのいずれかを利用者が選択することができるよう
に構成されている。
【００３９】
　この場合、上記の開始条件としては、操作部１４の測位開始／停止スイッチ（図示せず
）が操作されたとき、および予め設定された開始時刻が到来したときなどの各種条件のう
ちから利用者が任意に選択することができる。また、上記の終了条件としては、操作部１
４の測位開始／停止スイッチが再操作されたとき、予め設定された終了時刻が到来したと
き、および予め設定された時間分の測定データＤｓが得られたときなどの各種条件のうち
から利用者が任意に選択することができる。
【００４０】
　また、制御部１７は、予め設定された測定条件に従って測定部１１を制御して上記の測
定処理を実行させると共に、測定部１１から出力される測定データＤｓを、測定処理時に
測位部１２によって生成された測位データＤｐに関連付けて記憶部１６に順次記憶させる
（「第２の記憶処理」の一例）。この場合、本例の測定装置１では、一例として、予め設
定されたレベルの測定値が測定されたとき、予め設定された開始時刻が到来したとき、測
位部１２によって測位された測定装置１の現在位置が予め設定された領域内の位置となっ
たとき、測位部１２によって測位された測定装置１の現在位置が予め設定された領域外の
位置となったとき、および測定開始／停止スイッチ（図示せず）が操作されたときとの各
種の記憶処理開始条件（第２の記憶処理開始条件）のうちから利用者によって選択された
条件が満たされたときに、制御部１７が測定部１１を制御して測定処理を開始させると共
に測位データＤｐに関連付けて記憶部１６に測定データＤｓを順次記憶させる構成が採用
されている。
【００４１】
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　さらに、制御部１７は、「処理部」に相当し、一例として、測位部１２による測位処理
が開始されたときに、測位部１２から出力される測位データＤｐに基づいて測定装置１の
現在位置を特定すると共に、特定した位置の地図データＤｍが記憶部１６に記憶されてい
ないときに、通信部１３を介して地図データサーバ３から地図データＤｍをダウンロード
して（取得して）記憶部１６に記憶させる。なお、地図データＤｍに関しては、例えば操
作部１４の操作によって指定した地域の地図データＤｍをダウンロードして記憶部１６に
記憶させる処理を、測位部１２による測位処理とは無関係に予め実行しておくこともでき
る。
【００４２】
　また、制御部１７は、操作部１４のスイッチ操作によって、測定結果の表示を指示され
たときに（「予め規定された表示処理開始条件が満たされたとき」の一例）、上記の「第
１の記憶処理」によって記憶部１６に記憶させた測位データＤｐに基づき、測位データＤ
ｐが生成された各位置を特定すると共に、図３，４，６～１１に示すように、各測位デー
タＤｐが生成された各位置を含む領域の地図ＭＰを地図データＤｍに基づいて測定位置表
示領域Ａａ内に表示させ、かつ各測位データＤｐに基づいて特定した各位置を測位データ
Ｄｐの生成順に結んだ移動軌跡表示ＭＬを測定位置表示領域Ａａに表示させる（「第１の
表示処理」の一例）。なお、各測位データＤｐに基づいて特定した各位置を測定データＤ
ｓの生成順に結んだ移動軌跡表示ＭＬに代えて、各測位データＤｐに基づいて特定した各
位置を示すマーク（例えば、点）を「移動軌跡表示」として測定位置表示領域Ａａに表示
させる構成を採用することもできる。
【００４３】
　この場合、制御部１７は、図３に示すように、移動軌跡表示ＭＬにおいていずれかの測
定データＤｓが関連付けられている測位データＤｐに対応する区間（「第１の区間」の一
例）を、移動軌跡表示ＭＬにおいていずれの測定データＤｓも関連付けられていない測位
データＤｐに対応する区間（「第２の区間」の一例）とは識別可能に区間表示Ｌ１～Ｌ４
（以下、区別しないときには「区間表示Ｌ」ともいう）、および識別表示Ｍａ１ｓ～Ｍａ
４ｓ，Ｍａ１ｅ～Ｍａ４ｅ（以下、区別しないときには「識別表示Ｍａ」ともいう）を表
示させる。なお、本例では、上記の区間表示Ｌおよび識別表示Ｍａが相まって「測定処理
実行区間表示」に相当する。
【００４４】
　この場合、識別表示Ｍａ１ｓ～Ｍａ４ｓは、区間表示Ｌによって示されている「第１の
区間」の開始点を示し、識別表示Ｍａ１ｅ～Ｍａ４ｅは、区間表示Ｌによって示されてい
る「第１の区間」の終了点を示している。また、識別表示Ｍａ１ｓ～Ｍａ４ｓや識別表示
Ｍａ１ｅ～Ｍａ４ｅ内の文字は、「第２の記憶処理」の実行順序、すなわち、対応する測
位データＤｐの生成順序と、「ｓ：ｓｔａｒｔ＝開始点」および「ｅ：ｅｎｄ＝終了点」
とを表している（「複数の第１の区間が存在するときに第２の記憶処理の実行順を特定可
能に各測定処理実行区間表示を測定位置表示画面に表示させる」との構成の一例）。なお
、「第１の区間」、「第２の区間」および「測定処理実行区間表示」等については、後に
詳細に説明する。
【００４５】
　また、制御部１７は、上記の「第２の記憶処理」によって記憶部１６に記憶させた測定
データＤｓに基づいて特定される各測定値を測定値表示領域Ａｂ（図４，６～１１参照）
に表示させる（「第２の表示処理」の一例）。具体的には、本例の測定装置１では、図４
，６～１１に示すように、測定データＤｓに基づいて特定した測定値のレベル（この例で
は、電圧値のレベル）を上下方向（「第１の方向」の一例）に対応させ、かつ上記の「デ
ータ記憶処理の開始時点からの経過時間」と、「データ記憶処理中における測定装置１の
移動距離」とのいずれか一方を左右方向（「第１の方向と交差する第２の方向」の一例）
に対応させたグラフＧ１，Ｇ２・・（以下、区別しないときには「グラフＧ」ともいう）
によって各測定データＤｓの測定値を測定値表示領域Ａｂ内に表示させる構成が採用され
ている。
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【００４６】
　この場合、本例の測定装置１では、測定位置表示領域Ａａに表示された移動軌跡表示Ｍ
Ｌ上のいずれかの位置が指定され、かつ指定された位置が「第１の区間」内のとき（すな
わち、「測定処理実行区間表示」を構成する区間表示Ｌのいずれかが指定されたとき）に
、制御部１７が上記の「第２の表示処理」を実行して、指定された位置を含む「第１の区
間」において生成された測定データＤｓを記憶部１６から読み出して、読み出した測定デ
ータＤｓに基づいて特定される測定値を測定値表示領域Ａｂ内にグラフＧによって表示さ
せる構成が採用されている。
【００４７】
　また、制御部１７は、図３等に示すように、複数の区間表示Ｌを測定位置表示領域Ａａ
に表示させている状態でいずれかの「第１の区間内」に対応する区間表示Ｌが指定された
ときに、指定された区間表示Ｌを他の区間表示Ｌとは識別可能に例えば点滅させて表示さ
せる。なお、図４，６～８，１０，１１では、点滅表示されていない区間表示Ｌを太い実
線で示すと共に、点滅表示されている区間表示Ｌを白抜きの太い破線で示している。
【００４８】
　さらに、制御部１７は、上記の「第１の区間」内の位置が指定されたときに、指定され
た位置において生成された測定データＤｓの測定値を特定可能に「識別表示」に相当する
識別表示Ｍｂ１ｓ～Ｍｂ４ｓ，Ｍｂ１ｅ～Ｍｂ４ｅ（以下、区別しないときには「識別表
示Ｍｂ」ともいう）をグラフＧと共に測定値表示領域Ａｂに表示させる。この場合、各識
別表示Ｍｂ内の文字は、その測定値の測定データＤｓが生成された位置に対応する上記の
識別表示Ｍａ内の文字と同じ文字で構成されており、これにより、識別表示Ｍｂによって
差し示されている測定値がいずれの位置において測定されたかを識別することが可能とな
っている。
【００４９】
　また、制御部１７は、指定された位置において生成された測定データＤｓが複数存在す
るときに、図５に示すように、いずれの測定データＤｓの測定値を測定値表示領域Ａｂに
表示させるかを選択させる測定データ選択要求画面Ａｃを表示させ、選択された測定デー
タＤｓに基づいて特定される測定値（グラフＧ）を測定値表示領域Ａｂ内に表示させる。
さらに、制御部１７は、測定値表示領域Ａｂに表示させた各グラフＧのうちからいずれか
のグラフＧが指定されたとき（グラフＧのいずれかの部位が選択されたとき）に、指定さ
れたグラフＧを他のグラフＧとは識別可能に強調表示させる（一例として、他のグラフＧ
よりも太く表示させる：図１０参照）と共に、指定されたグラフＧの測定データＤｓが生
成された「第１の区間」に対応する区間表示Ｌを、他の区間表示Ｌとは識別可能に強調表
示させる（一例として、点滅表示させる）。
【００５０】
　なお、本例の測定装置１では、測定位置表示領域Ａａおよび測定値表示領域Ａｂを１画
面内に並べて表示させる構成が採用されているが、このような構成に代えて、測定位置表
示領域Ａａと測定値表示領域Ａｂとを重ねて１画面内に表示させる構成（例えば、測定位
置表示領域Ａａおよび測定値表示領域Ａｂのいずれか一方を透過させて他方の上に表示さ
せる構成）や、測定位置表示領域Ａａおよび測定値表示領域Ａｂを切り替えていずれか一
方を表示させる構成を採用することもできる。
【００５１】
　この測定装置１の使用に際しては、まず、操作部１４を操作して、測位部１２による測
位処理の条件（開始条件、終了条件および測位時間間隔等）や、測定部１１による測定処
理の条件（開始条件、終了条件、測定時間間隔および測定レンジ等）を設定する。この際
には、測位処理の条件としては、一例として、測位開始／停止スイッチの操作によって測
位部１２による測位処理が開始され、かつ測位開始／停止スイッチの再操作によって測位
処理が終了すると共に、測位時間間隔（第１の時間間隔）が０．５秒間隔の周期となるよ
うに設定する。また、測定処理の条件としては、一例として、測定開始／停止スイッチの
操作によって測定部１１による測定処理が開始され、かつ測定開始／停止スイッチの再操
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作によって測定処理が終了すると共に、測定時間間隔（第２の時間間隔）が測位処理と同
じ０．５秒間隔の周期となるように設定する。なお、測位部１２による測位時間間隔（第
１の時間間隔）、および測定部１１による測定時間間隔（第２の時間間隔）は、上記の例
のような同じ時間間隔に限定されず、測定すべき内容に応じて、これらを互いに相異する
任意の時間間隔に設定することもできる。
【００５２】
　次いで、測定対象（この例では、電気自動車におけるバッテリの出力端子）に測定部１
１を接続する。これにより、準備作業が完了する。続いて、操作部１４の測位開始／停止
スイッチを操作して測位部１２による測位処理を開始させる。この際に、測位部１２は、
制御部１７の制御に従い、ＧＰＳ衛星２，２・・からのＧＰＳ信号Ｓｇを受信すると共に
、受信したＧＰＳ信号Ｓｇに基づいて測定装置１の現在位置を測位して測位データＤｐを
生成し、生成した測位データＤｐを制御部１７に出力する（「測位処理」の一例）。また
、制御部１７は、測位部１２から出力される測位データＤｐを記憶部１６に記憶させる（
「第１の記憶処理」の一例）。
【００５３】
　さらに、制御部１７は、測位データＤｐに基づいて測定装置１の現在位置を特定し、特
定した現在位置の地図データＤｍが記憶部１６に記憶されているか否かを判別する。この
際に、現在位置の地図データＤｍが記憶部１６に記憶されていないときには、制御部１７
は、通信部１３を制御して地図データサーバ３から地図データＤｍを受信させ、受信され
た地図データＤｍを記憶部１６に記憶させる。さらに、制御部１７は、地図データＤｍに
基づき、特定した現在位置の地図ＭＰを表示部１５の測定位置表示領域Ａａに表示させる
と共に、特定した現在位置に対応する位置に、現在位置を示すマーク（一例として、「＋
」の印）を表示させる（図示せず）。この状態において測定対象のバッテリが搭載された
車両を走行させたときには、車両の移動に伴って測定装置１の現在位置が逐次変化し、そ
の現在位置が０．５秒間隔の周期で測位部１２によって逐次測位されて測位データＤｐが
生成される。
【００５４】
　なお、以下に説明する例では、図２に示すように、位置Ｐ０において測位開始／停止ス
イッチが操作されて測位処理が開始され、位置Ｐ１ｓにおいて測定開始／停止スイッチが
操作されて最初の測定処理が開始されると共に位置Ｐ１ｅにおいて測定開始／停止スイッ
チが再操作されて測定処理が終了させられ、同様にして、位置Ｐ２ｓ～Ｐ４ｓにおいて測
定開始／停止スイッチが操作されて２回目以降の測定処理がそれぞれ開始されると共に位
置Ｐ２ｅ～Ｐ４ｅにおいて測定開始／停止スイッチが再操作されて２回目以降の測定処理
がそれぞれ終了させられ、位置Ｐ５において測位開始／停止スイッチが再操作されて測位
処理が終了させられるものとする。
【００５５】
　具体的には、図２に示す位置Ｐ０を出発した車両が位置Ｐ１ｓに到達した時点において
測定開始／停止スイッチが操作されたときに、制御部１７は、測定部１１を制御して測定
処理を開始させる。この際に、測定部１１は、制御部１７の制御に従い、車両の走行状態
（バッテリを電源として使用しているモータ等に加わる負荷）に応じて変化するバッテリ
の出力端子間電圧を０．５秒間隔の周期で測定して測定データＤｓを生成し、生成した測
定データＤｓを制御部１７に出力する。
【００５６】
　これに応じて、制御部１７は、測定部１１から出力された測定データＤｓを、その測定
データＤｓの生成時に測位部１２によって生成された（測位部１２から出力された）測位
データＤｐに関連付けて記憶部１６に順次記憶させる（「第２の記憶処理」の一例）。こ
れにより、走行状態に応じて変化する電圧値の測定データＤｓと、その測定データＤｓの
生成時における測定装置１の現在位置を特定し得る測位データＤｐとが相互に関連付けら
れて記憶部１６に順次記憶される。
【００５７】
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　なお、上記の例とは相異するが、例えば、測定部１１による測定処理の実行周期が短く
、測位部１２による測位処理を測定部１１による測定処理の周期で実行するのが困難な場
合には、一例として、１回の測位処理によって測位した現在位置を、連続する複数回の測
定処理時の現在位置として、測定順で連続する複数の測定データＤｓに１つの測位データ
Ｄｐを関連付けて記憶部１６に記憶させたり、測定順で連続する複数の測定データＤｓに
、複製した複数の測位データＤｐをそれぞれ関連付けて記憶部１６に記憶させたりするこ
とができる。
【００５８】
　また、制御部１７は、測位データＤｐおよび測定データＤｓの記憶部１６への記憶処理
と並行して、測位データＤｐに基づいて特定される測定装置１の現在位置に応じて現在位
置を示すマーク（この例では、「＋」の印）を測定位置表示領域Ａａ内で移動させつつ、
その移動軌跡を地図ＭＰに重ねて表示させる。また、制御部１７は、測定データＤｓの測
定値（電圧値）を表示部１５の測定値表示領域Ａｂ内に順次プロットすることにより、一
例として、測定装置１の移動距離毎の電圧値を示すグラフＧを測定値表示領域Ａｂ内に描
画する。
【００５９】
　この際に、車両の移動に伴い、記憶部１６に記憶されている地図データＤｍでは現在位
置の地図ＭＰを測定位置表示領域Ａａに表示させることができなくなるときに、制御部１
７は、通信部１３を制御して地図データサーバ３から必要な地図データＤｍを受信させ、
受信された地図データＤｍを記憶部１６に記憶させて現在位置を含む地図ＭＰを測定位置
表示領域Ａａ内に表示させる。さらに、図２に示す位置Ｐ１ｅに車両が到達した時点にお
いて測定開始／停止スイッチが再操作されたときに、制御部１７は、測定部１１を制御し
て測定処理を終了させる。
【００６０】
　この後、車両の走行に伴って測定装置１が図２に示す位置Ｐ２ｓ～Ｐ４ｓに到達した時
点において測定開始／停止スイッチが操作されたときに、制御部１７は、上記のように位
置Ｐ１ｓに到達した時点において測定開始／停止スイッチが操作されたときと同様にして
、測定部１１を制御して測定処理を開始させる。また、車両の走行に伴って測定装置１が
位置Ｐ２ｅ～Ｐ４ｅに到達した時点において測定開始／停止スイッチが再操作されたとき
に、制御部１７は、上記のように位置Ｐ１ｅに到達した時点において測定開始／停止スイ
ッチが再操作されたときと同様にして、測定部１１を制御して測定処理を終了させる。さ
らに、車両の走行に伴って測定装置１が位置Ｐ５に到達した時点において測位開始／停止
スイッチが再操作されたときに、制御部１７は、測定部１２を制御して測位処理を終了さ
せる。
【００６１】
　また、制御部１７は、記憶部１６に記憶させた各測位データＤｐ，Ｄｐ・・を合成して
１つのデータファイル（測位データファイル）を生成すると共に、記憶部１６に記憶させ
た各「第２の記憶処理」毎の測定データＤｓ，Ｄｓ・・をそれぞれ合成して４つのデータ
ファイル（測定データファイル）を生成し、生成した両データファイルを、予め規定され
た手順に従って決定したファイル名（または、利用者が予め設定したファイル名）で記憶
部１６に記憶させる。これにより、「第１の記憶処理」および複数回の「第２の記憶処理
」が完了する。
【００６２】
　一方、上記の各記憶処理の結果を表示部１５に表示させてバッテリの出力端子間電圧の
変化を観察する際には、操作部１４を操作して、観察すべき電圧値を取得した際に生成さ
れた測位データファイルを指定する。この際に、制御部１７は、指定されたデータファイ
ルを記憶部１６から読み出し、読み出したデータファイルの測位データＤｐ，Ｄｐ・・に
基づき、測定装置１が移動させられた経路（測定装置１が移動させられた範囲）を特定す
る。次いで、制御部１７は、特定した経路（範囲）に基づき、その経路の全域が含まれる
範囲の地図ＭＰの地図データＤｍが記憶部１６に記憶されているか否かを判別する。
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【００６３】
　この際に、必要な地図データＤｍが記憶部１６に記憶されていないときには、制御部１
７は、通信部１３を制御して、地図データサーバ３から地図データＤｍを受信させ、受信
された地図データＤｍを記憶部１６に記憶させる。また、必要な地図データＤｍが記憶部
１６に記憶されているとき、または、地図データサーバ３から取得した地図データＤｍの
記憶部１６への記憶を完了したときに、制御部１７は、図３に示すように、各測位データ
Ｄｐ，Ｄｐ・・に基づいて特定した経路（範囲）の地図ＭＰを測定位置表示領域Ａａ内に
表示させる。
【００６４】
　さらに、制御部１７は、同図に示すように、各測位データＤｐ，Ｄｐ・・に基づいて特
定される各位置を測位データＤｐの生成順に結んだ移動軌跡表示ＭＬを測定位置表示領域
Ａａに表示させる（「第１の表示処理」の一例）。この際に、制御部１７は、図２におけ
る位置Ｐ１ｓから位置Ｐ１ｅに対応する測定位置表示領域Ａａ内（地図ＭＰ上）の位置に
、生成された測定データＤｓが存在することを示す区間表示Ｌ１を表示させると共に、区
間表示Ｌ１によって示した「第１の区間」の開始点に対応する測定位置表示領域Ａａ内（
地図ＭＰ上）の位置に識別表示Ｍａ１ｓを表示させ、かつ、区間表示Ｌ１によって示した
「第１の区間」の終了点に対応する測定位置表示領域Ａａ内（地図ＭＰ上）の位置に識別
表示Ｍａ１ｅを表示させる。
【００６５】
　同様にして、図２における位置Ｐ２ｓ～Ｐ４ｓから位置Ｐ２ｅ～Ｐ４ｅに対応する測定
位置表示領域Ａａ内（地図ＭＰ上）の位置に、生成された測定データＤｓが存在すること
を示す区間表示Ｌ２～Ｌ４をそれぞれ表示させると共に、各区間表示Ｌ２～Ｌ４によって
示した各「第１の区間」の開始点に対応する測定位置表示領域Ａａ内（地図ＭＰ上）の位
置に識別表示Ｍａ２ｓ～Ｍａ４ｓをそれぞれ表示させ、かつ、各区間表示Ｌ２～Ｌ４によ
って示した各「第１の区間」の終了点に対応する測定位置表示領域Ａａ内（地図ＭＰ上）
の位置に識別表示Ｍａ２ｅ～Ｍａ４ｅをそれぞれ表示させる。また、いずれの測定データ
Ｄｓも関連付けられていない測位データＤｐに基づいて特定した移動軌跡表示ＭＬについ
ては、一例として、破線で表示させる。
【００６６】
　さらに、制御部１７は、記憶部１６から読み出した測位データファイル中の最初の測位
データＤｐに基づき、測位部１２による測位処理が開始された位置（「第１の記憶処理」
が開始された位置：この例では、図２における位置Ｐ０）を特定し、特定した位置に対応
する測定位置表示領域Ａａ内（地図ＭＰ上）の位置に識別表示Ｍｓを表示させる。また、
制御部１７は、記憶部１６から読み出した測位データファイル中の最後の測位データＤｐ
に基づき、測位部１２による測位処理が終了させられた位置（「第１の記憶処理」が終了
させられた位置：この例では、図２における位置Ｐ５）を特定し、特定した位置に対応す
る測定位置表示領域Ａａ内（地図ＭＰ上）の位置に識別表示Ｍｅを表示させる。
【００６７】
　これにより、測定位置表示領域Ａａを見た利用者に対して、識別表示Ｍｓによって差し
示されている位置において測位部１２による測位処理が開始され、識別表示Ｍａ１ｓ～Ｍ
ａ４ｓによって差し示されている位置から識別表示Ｍａ１ｅ～Ｍａ４ｅによって差し示さ
れている位置からまでの区間表示Ｌ１～Ｌ４が表示されている区間において測定部１１に
よって測定処理が実行されて、識別表示Ｍｅによって差し示されている位置において測位
部１２による測位処理が終了させられたことを直感的に認識させることが可能となる。し
たがって、利用者は、測定値表示領域ＡｂにグラフＧを表示させたい測定データＤｓが生
成された位置（各区間表示Ｌ１～Ｌ４上の任意の位置）を指定する。
【００６８】
　この際に、利用者が表示部１５における位置Ｐａ（この例では、区間表示Ｌ１上：図３
参照）にタッチしたときに（「移動軌跡表示上のいずれかの位置が指定され、かつ指定さ
れた位置が第１の区間内のとき」との状態、および「複数の測定処理実行区間表示を測定
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位置表示画面に表示させている状態でいずれかの第１の区間内の位置が指定されたとき」
との状態の一例）、制御部１７は、まず、指定された位置が区間表示Ｌ上の位置であるか
否か（「第１の区間」内の位置が指定されたか否か）を判別する。この際に、本例とは相
異するが、指定された位置が区間表示Ｌ上の位置ではないときに、制御部１７は、一例と
して「ご指定の位置において測定されたデータは存在しません。」とのエラーメッセージ
を表示部１５に表示させる（図示せず）。
【００６９】
　一方、指定された位置が区間表示Ｌ１上の位置であるこの例では、制御部１７は、指定
された位置に関連付けられた測定データファイルが複数存在するか否か（指定された位置
において複数回の「第２の記憶処理」が実行されたか否か）を判別する。この際に、位置
Ｐａに関連付けられた測定データファイルが１つだけのため、制御部１７は、指定された
位置Ｐａを含む区間表示Ｌ１を他の区間表示Ｌ２～Ｌ４とは識別可能に点滅表示させる。
【００７０】
　次いで、制御部１７は、指定された位置Ｐａを含む区間表示Ｌ１に対応する「第１の区
間」の各測位データＤｐ，Ｄｐ・・に関連付けられている測定データＤｓ（測定データフ
ァイル）を特定する。続いて、制御部１７は、特定した測定データＤｓ，Ｄｓ・・を記憶
部１６から読み出すと共に、読み出した測定データＤｓ，Ｄｓ・・に基づき、図４に示す
ように、一例として、測定装置１の移動距離毎の電圧値を示すグラフＧ１を測定値表示領
域Ａｂ内に表示させる。これにより、利用者が指定した位置を含む「第１の区間」内にお
いて生成された測定データＤｓに基づくグラフＧ１が測定値表示領域Ａｂに表示される。
【００７１】
　この際に、制御部１７は、上記の区間表示Ｌ１に対応する「第１の区間」の開始点（測
定位置表示領域Ａａにおける識別表示Ｍａ１ｓによって差し示されている位置に対応する
位置）において生成された測定データＤｓに基づく測定値の位置に対応させて識別表示Ｍ
ｂ１ｓをグラフＧ１と共に測定値表示領域Ａｂ内に表示させる。また、制御部１７は、上
記の区間表示Ｌ１に対応する「第１の区間」の終了点（測定位置表示領域Ａａにおける識
別表示Ｍａ１ｅによって差し示されている位置に対応する位置）において生成された測定
データＤｓに基づく測定値の位置に対応させて識別表示Ｍｂ１ｅをグラフＧ１と共に測定
値表示領域Ａｂ内に表示させる。
【００７２】
　一方、利用者が表示部１５における位置Ｐｂにタッチしたときに（「移動軌跡表示上の
いずれかの位置が指定され、かつ指定された位置が第１の区間内のとき」との状態、およ
び「複数の測定処理実行区間表示を測定位置表示画面に表示させている状態でいずれかの
第１の区間内の位置が指定されたとき」との状態の他の一例）、制御部１７は、指定され
た位置が区間表示Ｌ２，Ｌ４の２つの区間表示Ｌ上の位置であると判別する。この際に、
制御部１７は、一例として、図５に示すように、測定データ選択要求画面Ａｃを測定位置
表示領域Ａａおよび測定値表示領域Ａｂに重ねて表示部１５に表示させ、「指定された位
置において２回の測定処理が実施されています。どのデータのグラフを表示しますか？」
とのメッセージを測定データ選択要求画面Ａｃ内に表示させる。
【００７３】
　この場合、測定データ選択要求画面Ａｃ内には、区間表示Ｌ２に対応する「第１の区間
」において生成された測定データＤｓ，Ｄｓ・・の測定データファイルに関する情報（一
例として、ファイル名、ファイルサイズ、測定時刻等の情報）と、区間表示Ｌ４に対応す
る「第１の区間」において生成された測定データＤｓ，Ｄｓ・・の測定データファイルに
関する情報とが上記のメッセージと共に表示される。この際に、いずれのデータファイル
に基づくグラフＧを表示させるかを選択するのが困難なときには、同図における位置Ｐｃ
にタッチする。この際には、測定データ選択要求画面Ａｃが消去されて、図４に示す状態
の測定位置表示領域Ａａおよび測定値表示領域Ａｂが表示部１５に表示されるため、利用
者は、グラフＧの表示を所望する移動軌跡表示ＭＬ上の位置を再度選択することが可能と
なる。
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【００７４】
　また、図５に示す測定データ選択要求画面Ａｃを見た利用者が、表示部１５における位
置Ｐｄにタッチしたときに（区間表示Ｌ２に対応する「第１の区間」において生成された
測定データＤｓ，Ｄｓ・・の測定データファイルを選択操作した例）、制御部１７は、ま
ず、利用者が選択した測定データファイルの各測定データＤｓ，Ｄｓ・・が関連付けられ
た測位データＤｐ，Ｄｐ・・に対応する区間表示Ｌ２を他の区間表示Ｌ１，Ｌ３，Ｌ４と
は識別可能に点滅表示させる。
【００７５】
　次いで、制御部１７は、区間表示Ｌ２に対応する「第１の区間」の各測位データＤｐ，
Ｄｐ・・に関連付けられている測定データＤｓを特定して記憶部１６から読み出すと共に
、読み出した測定データＤｓ，Ｄｓ・・に基づき、図６に示すように、グラフＧ２をグラ
フＧ１と並べて測定値表示領域Ａｂ内に表示させる。この際に、制御部１７は、新たに表
示させるグラフＧ２（指定された位置において生成された測定データＤｓの測定値）を、
他のグラフＧ（この例では、グラフＧ１）とは識別可能に強調表示させる（本例では、グ
ラフＧ２をグラフＧ１よりも太く表示させる）。これにより、利用者が指定した位置を含
む２つの「第１の区間」のうちの選択された一方において生成された測定データＤｓに基
づくグラフＧ２が測定値表示領域Ａｂに表示される。
【００７６】
　この際に、制御部１７は、上記の区間表示Ｌ２に対応する「第１の区間」の開始点（測
定位置表示領域Ａａにおける識別表示Ｍａ２ｓによって差し示されている位置に対応する
位置）において生成された測定データＤｓに基づく測定値の位置に対応させて識別表示Ｍ
ｂ２ｓをグラフＧ２と共に測定値表示領域Ａｂ内に表示させる。また、制御部１７は、上
記の区間表示Ｌ２に対応する「第１の区間」の終了点（測定位置表示領域Ａａにおける識
別表示Ｍａ２ｅによって差し示されている位置に対応する位置）において生成された測定
データＤｓに基づく測定値の位置に対応させて識別表示Ｍｂ２ｅをグラフＧ２と共に測定
値表示領域Ａｂ内に表示させる。
【００７７】
　また、利用者が表示部１５における位置Ｐｅ（この例では、区間表示Ｌ４上）にタッチ
したときに（「移動軌跡表示上のいずれかの位置が指定され、かつ指定された位置が第１
の区間内のとき」との状態、および「複数の測定処理実行区間表示を測定位置表示画面に
表示させている状態でいずれかの第１の区間内の位置が指定されたとき」との状態のさら
に他の一例）、制御部１７は、指定された位置Ｐｅが区間表示Ｌ４上の位置であり、この
位置Ｐｅに関連付けられた測定データファイルが複数存在しないと判別する。したがって
、制御部１７は、図７に示すように、指定された位置Ｐｅ（図６参照）を含む区間表示Ｌ
４を他の区間表示Ｌ１～Ｌ３とは識別可能に点滅表示させる。
【００７８】
　次いで、制御部１７は、指定された位置Ｐｅを含む区間表示Ｌ４に対応する「第１の区
間」の各測位データＤｐ，Ｄｐ・・に関連付けられている測定データＤｓを記憶部１６か
ら読み出すと共に、読み出した測定データＤｓ，Ｄｓ・・に基づき、図７に示すように、
グラフＧ４をグラフＧ１，Ｇ２と並べて測定値表示領域Ａｂ内に表示させる。この際に、
制御部１７は、新たに表示させるグラフＧ４を、他のグラフＧ１，Ｇ２とは識別可能に強
調表示させる。これにより、利用者が指定した位置を含む「第１の区間」において生成さ
れた測定データＤｓに基づくグラフＧ４が測定値表示領域Ａｂに表示される。また、制御
部１７は、上記のグラフＧ１やグラフＧ２の表示時と同様にして、識別表示Ｍｂ４ｓ，Ｍ
ｂ４ｅをグラフＧ４と共に測定値表示領域Ａｂ内に表示させる。
【００７９】
　さらに、利用者が表示部１５における位置Ｐｆ（この例では、区間表示Ｌ３上）にタッ
チしたときに（「移動軌跡表示上のいずれかの位置が指定され、かつ指定された位置が第
１の区間内のとき」との状態、および「複数の測定処理実行区間表示を測定位置表示画面
に表示させている状態でいずれかの第１の区間内の位置が指定されたとき」との状態のさ
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らに他の一例）、制御部１７は、指定された位置Ｐｆが区間表示Ｌ３上の位置であり、こ
の位置Ｐｆに関連付けられた測定データファイルが複数存在しないと判別する。したがっ
て、制御部１７は、図８に示すように、指定された位置Ｐｆ（図７参照）を含む区間表示
Ｌ３を他の区間表示Ｌ１，Ｌ２，Ｌ４とは識別可能に点滅表示させる。
【００８０】
　次いで、制御部１７は、指定された位置Ｐｆを含む区間表示Ｌ３に対応する「第１の区
間」の各測位データＤｐ，Ｄｐ・・に関連付けられている測定データＤｓを記憶部１６か
ら読み出すと共に、読み出した測定データＤｓ，Ｄｓ・・に基づき、図８に示すように、
グラフＧ３をグラフＧ１，Ｇ２とグラフＧ４との間にこれらのグラフＧと並べて測定値表
示領域Ａｂ内に表示させる。この際に、制御部１７は、新たに表示させるグラフＧ３を他
のグラフＧ１，Ｇ２，Ｇ４とは識別可能に強調表示させる。これにより、利用者が指定し
た位置を含む「第１の区間」において生成された測定データＤｓに基づくグラフＧ３が測
定値表示領域Ａｂに表示される。また、制御部１７は、上記の各グラフＧの表示時と同様
にして、識別表示Ｍｂ３ｓ，Ｍｂ３ｅをグラフＧ３と共に測定値表示領域Ａｂ内に表示さ
せる。
【００８１】
　一方、利用者が測定値表示領域ＡｂへのグラフＧ３の表示を不要と判断したときには、
表示部１５における位置Ｐｆ（強調表示された区間表示Ｌ上の位置の一例：図８参照）、
または、位置Ｐｇ（強調表示されたグラフＧ上の位置の一例：同図参照）のいずれかにタ
ッチする。この際に、制御部１７は、図９に示すように、強調表示させている区間表示Ｌ
３を他の区間表示Ｌ１，Ｌ２，Ｌ４と同様の表示に変更する。また、制御部１７は、区間
表示Ｌ３に対応する「第１の区間」の各測位データＤｐ，Ｄｐ・・に関連付けられている
測定データＤｓに基づくグラフＧ３、およびグラフＧ３に対応して表示しさせていた識別
表示Ｍｂ３ｓ，Ｍｂ３ｅを消去する。これにより、グラフＧ１，Ｇ２，Ｇ４、および識別
表示Ｍｂ１ｓ，Ｍｂ１ｅ，Ｍｂ２ｓ，Ｍｂ２ｅ，Ｍｂ４ｓ，Ｍｂ４ｅだけが測定値表示領
域Ａｂに表示された状態となる。
【００８２】
　この場合、本例の測定装置１では、識別表示Ｍａ１ｓ，Ｍａ１ｅ，Ｍａ２ｓ，Ｍａ２ｅ
・・が区間表示Ｌ１，Ｌ２・・と共に測定位置表示領域Ａａ内に表示されると共に、各区
間表示Ｌに対応する「第１の区間」内で生成された測定データＤｓ，Ｄｓ・・に基づくグ
ラフＧ１，Ｇ２・・と共に識別表示Ｍｂ１ｓ，Ｍｂ１ｅ，Ｍｂ２ｓ，Ｍｂ２ｅ・・が測定
値表示領域Ａｂ内に表示される構成が採用されている。したがって、本例の測定装置１で
は、測定値表示領域Ａｂ内に表示されている各グラフＧが、いずれの区間表示Ｌで示され
ている「第１の区間」において生成された測定データＤｓに基づく測定結果であるかを容
易に認識させることが可能となっている。しかしながら、区間表示Ｌの数やグラフＧの数
がさらに多数となったときには、各グラフＧに対応する区間表示Ｌを短時間で見付けるの
が困難となることがある。
【００８３】
　例えば、測定値表示領域Ａｂ内に表示されているグラフＧ１に対応する区間表示Ｌが測
定位置表示領域Ａａ内のいずれの位置に表示されているかを知りたいときには、表示部１
５における位置Ｐｈ（グラフＧ１上）にタッチする。この際に、制御部１７は、図１０に
示すように、まず、グラフＧ１を他のグラフＧ２，Ｇ４とは識別可能に強調表示（この例
では、他のグラフＧよりも太く表示）させると共に、グラフＧ１の測定データＤｓ，Ｄｓ
・・が生成された「第１の区間」に対応する区間表示Ｌ１を、他の区間表示Ｌとは識別可
能に強調表示（この例では、点滅表示）させる。これにより、利用者が選択した（タッチ
した）グラフＧ１が、区間表示Ｌ１の位置において生成された測定データＤｓに基づくも
のであると直感的に認識させることが可能となる。
【００８４】
　一方、図３～１０を参照しつつ説明した例では、各測定データＤｓに基づいて特定した
「電圧値のレベル」を上下方向（第１の方向）に対応させ、かつ各測位データＤｐに基づ
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いて特定した「データ記憶処理中における測定装置１の移動距離」を左右方向（第２の方
向）に対応させたグラフＧによって各測定データＤｓの測定値を測定値表示領域Ａｂ内に
表示させている。この場合、本例の測定装置１では、上記のようなグラフＧの表示態様に
代えて、「電圧値のレベル」を上下方向（第１の方向）に対応させ、かつ各電圧値の測定
データＤｓが生成された際の「データ記憶処理の開始時点からの経過時間」を左右方向（
第２の方向）に対応させたグラフＧによって各測定データＤｓの測定値を測定値表示領域
Ａｂ内に表示させることができる。
【００８５】
　このような表示態様でグラフＧを表示させるときには、一例として、図１０に示す位置
Ｐｉにタッチする。これに応じて、制御部１７は、表示部１５の前面側に配設されている
タッチパネルからの操作信号に基づき、「経過時間毎の電圧値を示すグラフＧ」の表示を
指示されたと判別する（「経過時間と移動距離との他方を第２の方向に対応させるように
指示されたとき」の一例）。この際に、制御部１７は、図１１に示すように、「移動距離
毎の電圧値を示すグラフＧ（図３～１０参照）」に代えて、「経過時間毎の電圧値を示す
グラフＧ」を測定値表示領域Ａｂに表示させる。これにより、前述した各測定処理の開始
時点からの各経過時間毎の電圧値を正確かつ容易に特定することが可能となる。
【００８６】
　また、「経過時間毎の電圧値を示すグラフＧ」に代えて、「移動距離毎の電圧値を示す
グラフＧ」を再び表示させるときには、一例として、図１１に示す位置Ｐｉにタッチする
。これに応じて、制御部１７は、表示部１５の前面側に配設されているタッチパネルから
の操作信号に基づき、「移動距離毎の電圧値を示すグラフＧ」の表示を指示されたと判別
し（「経過時間と移動距離との他方を第２の方向に対応させるように指示されたとき」の
他の一例）、図１０に示すように、「経過時間毎の電圧値を示すグラフＧ」を測定値表示
領域Ａｂに表示させる。これにより、前述した各測定処理の開始時点における測定装置１
の位置からの各移動距離毎の電圧値を正確かつ容易に特定することが可能となる。
【００８７】
　このように、この測定装置１、および測定装置１による測定結果表示方法では、予め規
定された表示処理開始条件が満たされたときに、各測位データＤｐに基づいて特定される
各位置を特定可能な（本例では、各測位データＤｐの生成順に結んだ）移動軌跡表示ＭＬ
を測定位置表示領域Ａａに表示させる「第１の表示処理」を実行して、移動軌跡表示ＭＬ
においていずれかの測定データＤｓが関連付けられている測位データＤｐに対応する「第
１の区間」を移動軌跡表示ＭＬにおいていずれの測定データＤｓも関連付けられていない
測位データＤｐに対応する「第２の区間」とは識別可能に区間表示Ｌおよび識別表示Ｍａ
を測定位置表示領域Ａａに表示させ、移動軌跡表示ＭＬ上のいずれかの位置が指定され、
かつ指定された位置が「第１の区間」内のときに各測定データＤｓに基づいて特定される
各測定値（グラフＧ）を測定値表示領域Ａｂに表示させる「第２の表示処理」を実行して
移動軌跡表示ＭＬ上の指定された位置において生成された測定データＤｓに基づいて特定
される測定値（グラフＧ）を測定値表示領域Ａｂに表示させる。
【００８８】
　したがって、この測定装置１、および測定装置１による測定結果表示方法によれば、こ
の種の装置（測定結果表示装置）の使用に不慣れな利用者に対しても、測定位置表示領域
Ａａ内に表示された移動軌跡表示ＭＬにおいて、生成された測定データＤｓが存在する「
第１の区間」と、生成された測定データＤｓが存在しない「第２の区間」とを確実かつ容
易に識別させることができる。また、測定位置表示領域Ａａ内に表示されている区間表示
Ｌを選択するだけで、その区間表示Ｌに対応する「第１の区間」において生成された測定
データＤｓ，Ｄｓ・・の測定データファイルが記憶部１６から読み出されて測定値表示領
域Ａｂに測定値（グラフＧ）が表示されるため、複数の測定データＤｓ，Ｄｓ・・（測定
データファイル）が記憶部１６に記憶されている状態においても、任意の「第１の区間」
において生成された測定データＤｓ，Ｄｓ・・（測定データファイル）の測定値（グラフ
Ｇ）を確実かつ容易に測定値表示領域Ａｂに表示させることができる。
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【００８９】
　また、この測定装置１、および測定装置１による測定結果表示方法によれば、「第２の
表示処理」において、複数の区間表示Ｌを測定位置表示領域Ａａに表示させている状態で
いずれかの「第１の区間」内の位置が指定されたときに指定された位置を含む「第１の区
間」に対応する区間表示Ｌを他の区間表示Ｌとは識別可能に表示させる（上記の例では、
点滅表示させる）ことにより、いずれの区間表示Ｌに対応する「第１の区間」において生
成された測定データＤｓ，Ｄｓ・・の測定値（グラフＧ）が測定値表示領域Ａｂに表示さ
れたかを利用者に対して確実に認識させることができる。
【００９０】
　さらに、この測定装置１、および測定装置１による測定結果表示方法によれば、「第２
の表示処理」において、指定された位置において生成された測定データＤｓ（測定データ
ファイル）が複数存在するときにいずれの測定データＤｓの測定値（グラフＧ）を測定値
表示領域Ａｂに表示させるかを選択させる測定データ選択要求画面Ａｃを表示させると共
に、選択された測定データＤｓに基づいて特定される測定値（グラフＧ）を測定値表示領
域Ａｂに表示させることにより、同じ位置において複数回の「第２の記憶処理」が実行さ
れて、その位置に対応する測定データＤｓ，Ｄｓ・・（測定データファイル）が複数存在
する場合においても、所望する測定値（グラフＧ）を測定値表示領域Ａｂに確実かつ容易
に表示させることができる。
【００９１】
　また、この測定装置１、および測定装置１による測定結果表示方法によれば、「第２の
表示処理」において、いずれかの測定データＤｓの測定値（グラフＧ）を測定値表示領域
Ａｂに表示させている状態でその測定データＤｓが生成された「第１の区間」とは相異す
る「第１の区間」内の位置が指定されたときに、指定された位置において生成された測定
データＤｓの測定値（グラフＧ）を、上記のいずれかの測定データＤｓの測定値（グラフ
Ｇ）とは識別可能に測定値表示領域Ａｂに表示させることにより、いずれの測定値（グラ
フＧ）が、指定した区間表示Ｌに対応する「第１の区間」において生成された測定データ
Ｄｓ，Ｄｓ・・に基づく測定値（グラフＧ）であるかを利用者に対して確実かつ容易に認
識させることができる。
【００９２】
　さらに、この測定装置１、および測定装置１による測定結果表示方法によれば、「第１
の表示処理」において、複数の「第１の区間」が存在するときに「第２の記憶処理」の実
行順を特定可能に複数の区間表示Ｌおよび識別表示Ｍａを測定位置表示領域Ａａに表示さ
せることにより、測定値（グラフＧ）の表示を希望する「第１の区間」の区間表示Ｌを確
実かつ容易に特定させることができる。
【００９３】
　また、この測定装置１、および測定装置１による測定結果表示方法によれば、「第１の
表示処理」において、地図データＤｍに基づく地図ＭＰを移動軌跡表示ＭＬと共に測定位
置表示領域Ａａに表させることにより、どのような地域において各測定値の測定データＤ
ｓが生成されたのかを確実かつ容易に特定させることができる。
【００９４】
　さらに、この測定装置１、および測定装置１による測定結果表示方法によれば、通信部
１３を介して地図データサーバ３から地図データＤｍを取得して記憶部１６に記憶させる
ことにより、測定装置１が携行され得る全地域の詳細な地図データＤｍを記憶部１６に記
憶させておく必要がないため、ある程度少容量の記憶部１６であっても、測位データＤｐ
、測定データＤｓおよび地図データＤｍを十分に記憶させることができる結果、測定装置
１の製造コストを低減することができる。また、地図データＤｍを固定的に記憶しておく
構成とは異なり、地図データサーバ３等において地図データＤｍが更新されたときに、新
たな地図データＤｍに基づく最新の地図ＭＰを測定位置表示領域Ａａに表示させることが
できるため、どのような地域において各測定値の測定データＤｓが生成されたのかを正確
に特定させることができる。



(21) JP 2014-120088 A 2014.6.30

10

20

30

40

50

【００９５】
　また、この測定装置１、および測定装置１による測定結果表示方法によれば、測定位置
表示領域Ａａおよび測定値表示領域Ａｂを１画面内に表示させることにより、指定した位
置と、その位置において測定された測定値（グラフＧ）との関係、測定値表示領域Ａｂに
表示されている測定値（グラフＧ）と、その測定値が測定された位置との関係を一層容易
に特定させることができる。
【００９６】
　さらに、この測定装置１、および測定装置１による測定結果表示方法によれば、「２の
表示処理」において、測定値のレベルを「第１の方向（上記の例では、上下方向）」に対
応させ、かつ「第２の記憶処理の開始時点からの経過時間」と「第２の記憶処理中におけ
る測定装置１の移動距離」とのいずれか一方を「第１の方向」と交差する「第２の方向（
上記の例では、左右方向）」に対応させたグラフＧによって各測定データＤｓの測定値を
測定値表示領域Ａｂに表示させると共に、「経過時間」と「移動距離」との他方を「第２
の方向」に対応させるように指示されたときに、「他方」を「第２の方向」に対応させた
グラフＧを測定値表示領域Ａｂに表示させることにより、「経過時間」を「第２の方向」
に対応させたグラフＧ、すなわち、「経過時間」毎の測定値を示すグラフＧを測定値表示
領域Ａｂに表示させることで「経過時間毎の測定値の変化」を容易に把握させることがで
き、「移動距離」を「第２の方向」に対応させたグラフＧ、すなわち、「移動距離」毎の
測定値を示すグラフＧを測定値表示領域Ａｂに表示させることで「移動距離毎の測定値の
変化」を容易に把握させることができるため、観察すべき内容に応じてこれらの表示態様
を切り替えることで、測定値の変化の推移を正確に認識させることができる。
【００９７】
　なお、「測定結果表示装置」および「測定システム」の構成や、「測定結果表示方法」
は、上記の測定装置１の構成、および測定装置１における測定結果の表示方法に限定され
ない。例えば、「測定装置」と「測定結果表示装置」とを一体化した「測定システム」、
および「測定装置」を一体的に組み込んだ「測定結果表示装置」の一例である測定装置１
を例に挙げて説明したが、別個独立して構成された「測定装置」および「測定結果表示装
置」によって「測定システム」を構成することもできる（図示せず）。このような構成を
採用した「測定結果表示装置」および「測定システム」においても、上記の測定装置１と
同様にして、任意の地点において生成された測定データに基づく測定結果を確実かつ容易
に表示させることができる。
【００９８】
　また、測定値表示領域Ａｂや測定位置表示領域Ａａを表示可能な表示部１５を一体的に
備えて構成した測定装置１（測定結果表示装置）を例に挙げて説明したが、「測定値表示
画面」や「測定位置表示画面」を外部装置としての表示装置（図示せず）に表示させる構
成を採用することもできる。また、地図ＭＰおよび移動軌跡表示ＭＬの双方を測定位置表
示領域Ａａ内に表示させる構成の測定装置１（測定結果表示装置）を例に挙げて説明した
が、「移動軌跡表示」だけを「測定位置表示画面」に表示させる構成を採用した場合にお
いても、任意の「第１の区間」において生成された測定データＤｓ，Ｄｓ・・に基づくグ
ラフＧを測定値表示領域Ａｂ内に確実かつ容易に表示させることができる。
【００９９】
　さらに、各測定データＤｓの測定値をグラフＧによって測定値表示領域Ａｂ内に表示さ
せる構成の測定装置１（測定結果表示装置）を例に挙げて説明したが、このような構成に
代えて、数値（測定値の一覧表示）等によって「測定データの測定値」を「測定値表示画
面」内に表示させる構成を採用することもできる。また、通信部１３を備えて地図データ
サーバ３から地図データＤｍを取得する構成の測定装置１（測定結果表示装置）を例に挙
げて説明したが、このような構成に代えて（または、このような構成に加えて）、光記録
ディスク等の各種メディアから「地図データ」を読み取り可能なドライブ装置（「外部装
置」の他の一例）を接続可能に構成したり、リームバブルメモリ等の外部記憶装置（「外
部装置」のさらに他の一例）を接続可能に構成したりして、これらの装置から「地図デー
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タ」を取得して記憶部１６に記憶させる構成を採用することもできる。
【０１００】
　また、ＧＰＳ衛星２，２・・から送信されたＧＰＳ信号Ｓｇに基づいて現在位置を測位
する構成の測位部１２によって生成された測位データＤｐを利用する例について説明した
が、「測位データ」の生成手順（「測位データ」を生成する構成）はこれに限定されない
。具体的には、ＧＰＳ以外の各種衛星測位システム（Ｇａｌｉｌｅｏ、ＧＬＯＮＡＳＳお
よびＣｏｍｐａｓｓなど）を単独で使用して現在位置を測位する構成の測位部、各種衛星
測位システムを併用して現在位置を測位する構成（例えば、ＧＰＳと準天頂衛星とを併用
して測位する構成）の測位部、携帯電話通信網に接続可能な通信部を介して携帯電話基地
局から取得した信号に基づいて（携帯基地局測位システムを使用して）現在位置を測位す
る構成の測位部、および衛星測位システムと携帯基地局測位システムとを併用して現在位
置を測位する構成の測位部などの各種の「測位部」によって生成された「測位データ」を
利用する構成・方法を採用することができる。
【符号の説明】
【０１０１】
　　　１　測定装置
　　　２　ＧＰＳ衛星
　　　３　地図データサーバ
　　１１　測定部
　　１２　測位部
　　１３　通信部
　　１４　操作部
　　１５　表示部
　　１６　記憶部
　　１７　制御部
　　Ａａ　測定位置表示領域
　　Ａｂ　測定値表示領域
　　Ａｃ　測定データ選択要求画面
　　Ｄｍ　地図データ
　　Ｄｐ　測位データ
　　Ｄｓ　測定データ
　　Ｇ１～Ｇ４　グラフ
　　Ｌ１～Ｌ４　区間表示
　　ＭＬ　移動軌跡表示ＭＬ
　　Ｍａ１ｓ～Ｍａ４ｓ，Ｍａ１ｅ～Ｍａ４ｅ，Ｍｂ１ｓ～Ｍｂ４ｓ，Ｍｂ１ｅ～Ｍｂ４
ｅ，Ｍｅ，Ｍｓ　識別表示
　　ＭＰ　地図ＭＰ
　　　Ｎ　通信ネットワークＮ
　　Ｐ０，Ｐ１ｓ～Ｐ４ｓ，Ｐ１ｅ～Ｐ４ｅ，Ｐ５，Ｐａ～Ｐｉ　位置
　　Ｓｇ　ＧＰＳ信号
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